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２ ０ ０ ６ 一逐 ６ 一τ王 一 ３

からだが勲い

シー トエ

ひろきく んぽ先週１歳の誕隻翼を趣完た、 元
気な勇の子芯す。

でお、 今員は覇から食欲 淡あり漢せん日

おでこを触ったお母さんぽ、 ひろきぐ
んのからだが熱いの でぴっく りしま し も

抽囲を期待する事項

１） 乳幼泥の発勲

２） 体温調節機構
＼ン
３） 乳児の特徴

工
） ’



２ ０ ０ ６ －Ｂ ６ －Ｔ１ － ３

からだが熱い

シー ト２

今 目 は、 午後か らか かりつけ のお ぐに小児科 で健診 をう けること になっ て いま したが、
熱 淋あ

るの で、 お
母さんは朝から受診することに しま した。

看護師さ んが熱を測ったら３９，３
℃もあります。

診 察 した先 生は、
「の ど淡 赤いです ね。 風邪 をひ いたかな。」 と 言っ て、 薬を 歯してく れま し

た
。

「先生
、
お薬 は
、
どうやって飲漢せるんですか？」

㌧’

描幽を期待する事項

ユ） 耽児健診

２） 風那

３） 乳幼児の在宅医療指導：

４） 家族の不安への対店

・児 の薬 と飲ま菅方、 発勲時の対処

資料

１） 母子手帳



２ ０ ０ ６ －Ｂ６ －Ｔ １ － ３

からだ淋熱い

シー ト３

お 薬を欽 んで、 熱はいった ん ３８
℃く らいまでさ淋り ま した淡、 しばらく するとま た上 がっ てき

ま し た。

ひ ろきく ん の機嫌 淋だん だん悪く なっ てき漢 した。 お気に 入り のおも ちゃで遊 ぶごとも なく、

お 母さん淡だっ こしていないと ぐずって泣いて し漢います。

熱ポ 出て３費弩の夜、
顔とからだに赤い発 疹が闘てきま した。

翌朝
、
ひろきく んはおぐに小児科をもう一度受診 し漢 した。

診 察 した先 生 は、 紹介状 を書く
が らこれか らす ぐに大学病 院を受 診す るよう に、

とお母 さん に

言い凄 した。

「完
、
大学病院ですか？」

ぴっく り したお母さんに、 先生 ば、 受診を勧める理
菌を説明 して、

げ ぐに診てもらえるように、
あちらの先生に電話 しておきますから

。」

抽出を期待する事項

１） 家庭着護

２） 発疹

３） 病診連携

資料

２） 診療情報提供書



２ ０ ０ ６ －Ｂ ６ －丁王 一 ３

からだ淋熱い

シート４

４一王

大 学病 院 ρ受付 で名 前 を言うと、
ｒかか りつけの先 生か ら、 お 電話を いた だいてい漢 す。」 と、

小妃 科の外 来に遵 絡 してく れ漢 した
。 す ぐ

にやっ てき た看 護鰯 さんは、 ひ ろきく
んと おかあさ

んを一 般の診察 室から離れだ部屋に案内 し漢 した日

に ち らで診 察に なり裏 す。 ひろきく ん、 お熱を渕 らせて ね直 お母さ んは、 こちら の間診粟 に

記入をお願 いし凄す。」

ま もなく、 診察 劉こ先生が入ってき豪 した。

に んにちは、 ひろ書くん。 小児科の犬澤でず。ｊ

紹 介状と闘診票を読 んだ先生は
、
お母さんにさらに詳 しく講ねま した。

ゴ辛いとこ ろごめん躯、 ちょっと診察さ量てね喧」

診 察のあと、 先
生 は、 検査と入院治療が必要です、 と言いま した。

４ － ２

ひろきく んの診 察所 見は以下のようで し花鉋

体 重 １０．６ ㎏ 、
身 長 ７５

．
５ｃ触、

頭 囲 ４７
，
Ｏｃ㎜、

胸 麗 ４７
．
５ｃ脚

体 温３９．２℃、
心摘数豆２０■労、

呼吸数３０■分む 芥機嫌で泣いている回

大 泉 門 Ｏ．５ｃ㎜ ｘ０．５ｃ腕、 膨 隆 な し竈 項 部 硬 直 な し藺

胸 部穂 診異 常なし。

腹翻 肝臓２ｃ㎜ 触飾。
碑臓触れず

。

頚都 着側 に小指大リ ンパ節を２個、 左側に王個触無竈
触ると 嫌淋る鉋

咽頭発 赤著明。

抽出を期猪する事項

王） 間診 翼

２） 小児 の病歴聴取

３） 小蝿 の診察

４） 小児の検査

５） 洲 騎病の診断、
病態

６） 医 師玖外の医療スタッフの業務 （他の医療関係職との連携）

資料

３） ひろきくんの闘診票

４） 乳幼兜発育誰線

５） ひろきく んの写真 （１）

６） ひろきく んの検査所見

７） 胸 部Ｘ 線 写真

８） 心エコー写真



２ ０ ０ ６ －Ｂ ６ －Ｔ１ － ３

からだが熱い

シー ト５

治療をうけて、 すっ かり熱も下がりま した。

「元気１こなりま したね。」

「ありがと う ございま した。 も う、 入 院 して いるの
都 遺屈 みたい で、 暴 れま わって い漢 す。 入、

院申に’人 で歩 けるようになり漢 した。ｊ

『こ ろんで けがを しないよ うに ね。 も うず ぐ退 院です
淡
、 し
ぱらく お薬 は続 けて下さ いね。 定

期 的に検査 も受 けて下さい。」

「はい、 わ かり
ま した。 あ の、 １ 歳に なっ

たの で近く の先生 のとこ ろで予 防注射 の予約 を して

いたのです けれ ９、 退院し
たら受 けて も良いですか？」

抽出を期待する事項

１） 川 騎病 の治療と管理

２） 予防接種

資料

５） ひろきくんの写真 （２）

９） 血液製剤使用同意書




